
【続報】新型コロナウィルスの感染拡大に伴う渡航制限措置について 

 

１ 世界保健機関（ＷＨＯ）が新型コロナウイルスに関する「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態 

（ＰＨＥＩＣ：Public Health Emergency of International Concern）」を宣言したことを踏まえ， 

マーシャル政府として，１月２４日付渡航勧告を再考察し，暫定的に，マーシャルへの全渡航者を対象に 

勧告内容を以下のとおり更新する。これら勧告は２月２日付で発効する。 

（１）２月２日から３月２日までの３０日間，空路・海路いずれも渡航制限対象国（以下２参照）からの全ての 

渡航を禁止する。 

（２）マーシャル政府医療機関紹介委員会の承認を得た患者を除き，次の通知があるまで，渡航制限対象国への 

全ての公務及び渡航費支援のある出張を禁止する。即時発動。 

 

２ 渡航制限対象国 

（１）中国 

（２）マカオ 

（３）香港 

 

＊麻疹対策は現在も継続中です。併せご留意ください。 

（２０１９年１２月１８日付「【広域情報】マーシャルにおける麻疹（はしか）に対する水際措置」をご参照くだ

さい。） 

 

 

 本情報は，外務省海外安全ホームページの「マーシャル」にも記載されております。 
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